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1.　課題名
和文：国立大学における精神健康調査の実施状況に関する調査 
英文：Survey of mental check for students in national universities

2.　研究の実施体制
2.1.　研究形態
□本学内で実施する
■多機関共同研究

2.2.　研究機関
2.2.1.　研究代表者（所属・職名・氏名）
名古屋大学大学院医学系研究科・健康栄養医学（総合保健体育科学センター）・教授・山本明子

2.2.2.　研究責任者（所属・職名・氏名）
名古屋大学大学院医学系研究科・健康栄養医学（総合保健体育科学センター）・教授・山本明子

2.2.3.　研究分担者（所属・職名・氏名）
名古屋大学大学院医学系研究科・健康栄養医学（総合保健体育科学センター）・教授・石黒　洋
名古屋大学大学院医学系研究科・総合保健体育科学センター・教授・岡田暁宜

2.2.4.　共同研究者（所属・職名・氏名）
北海道大学保健センター・教授・朝倉　聡
千葉大学総合安全衛生管理機構・教授・潤間励子
広島大学保健管理センター・教授・岡本百合
島根大学松江保健管理センター・センター長・教授・河野美江
筑波大学人間系・教授・杉江　征
島根大学松江保健管理センター・准教授・杉原志伸
愛知教育大学健康支援センター・教授・田中生雅
北海道教育大学保健管理センター・教授・羽賀將衛
東京科学大学・保健管理センター・准教授・平井伸英
東京科学大学保健管理センター・教授・福岡俊彦
九州大学健康支援センター・教授・福盛英明
横浜国立大学安全衛生推進機構・准教授・藤川哲也
茨城大学保健管理センター・所長・教授・布施泰子
北陸先端科学技術大学院大学保健管理センター・教授・古川健治
琉球大学保健管理センター・教授・古川　卓
鳥取大学保健管理センター・教授・三島香津子
広島大学保健管理センター・助教・宮内俊介
静岡大学保健センター・教授・森　俊明
東京科学大学保健管理センター・教授・安宅勝弘
静岡大学保健センター・教授・山本　裕之
大阪大学保健センター・教授・山本　陵平
東京大学相談支援研究開発センター・教授・渡邉　慶一郎

2.3.　試料・情報の提供のみを行う機関

2.3.1.　研究協力機関（施設名・施設責任者氏名）
別添リスト参照（資料1）

2.3.2.　既存試料・情報の提供のみを行う機関（施設名・施設責任者氏名）
なし

3.　研究等の概要
3.1.　研究の背景
国立大学法人保健管理施設協議会（資料2）は、5年毎に全国の国立大学の学生の健康状態や疾病の頻度に関する実態調査を行い、「学生の健康白書」として公表してきた。これまでに1984年、1990年、1995年、2000年、2005年、2010年、2015年、2021年の計8回編纂されている。本白書では大規模調査と小規模調査を交互に行っており、「学生の健康白書2026」は大規模調査となり、精神・心理面の健康状況の調査も含む。

3.2.　研究の意義
この資料は、各大学において保健管理業務を適正に実施するための基礎資料となっているばかりでなく、文部科学省における政策立案にも活用されている。本白書は現時点における学生の心身の健康の実態とその問題点を明らかにするだけでなく、時系列的に比較することにより、国立大学の学生に限られるものの20歳前後の男女の体格および精神・心理面の健康状態の推移を把握することができる。

3.3.　研究の目的
[bookmark: _Hlk203401447]本研究の目的は、「学生の健康白書2026」の一貫として、2026年度の健康診断時期に実施された「精神健康調査の実施状況に関する調査」（資料3）（各大学の保健管理室や学生相談室における精神保健・心理面接等の実施状況や実施対象学年、その受験数、スクリーニングテストの種類などの調査の実態）を集計することである。
3.4.　研究の科学的合理性の根拠
全国の国立大学の学生の健康状態や疾病の頻度に関する実態調査を行い、「学生の健康白書」として計8回編纂されている（1984年、1990年、1995年、2000年、2005年、2010年、2015年、2021年）。各大学において保健管理業務を適正に実施し、かつ、文部科学省における政策立案にも活用されている。本白書はその時点における学生の心身の健康の実態とその問題点を明らかにするだけでなく、時系列的に比較することにより、国立大学の学生に限られるものの時代ごとの20歳前後の男女の心身の健康状態の推移を把握することができる。
3.5.　研究の対象
3.5.1.　研究対象者の選択基準
・令和8年度の国立大学学部および大学院の在籍者すべて
・
3.5.2.　除外基準
・II部および短期大学部の学生
・休学者、国内・国外への留学者

3.5.3.　目標症例数
学生の健康白書は全数調査であり、できる限り多くの学生、大学院生のデータを持ち寄ることに意義がある。大規模調査である「学生の健康白書2015」で解析に用いられた健診データの学生数は、健康白書2015で解析に用いられた学生数は、精神健康調査の実施状況に関する調査については、72,699人であり、これと約同数の70,000人程度を目標とする。

3.6.　取得する試料・情報
A. 人体から取得される試料
[bookmark: _Hlk114232094]人体から取得される試料を
□使用する　　　■使用しない
＜新規試料＞
[bookmark: _Hlk114232161]□研究目的で新たに以下の試料を取得する
□血液材料
利用目的：
採血量：　mL/例　　採血回数：　回/例
採血方法：□新規　□上乗せ
侵襲の有無：□有（□軽微な侵襲　　□軽微な侵襲を超える侵襲）
□無
（その理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□病理材料（対象臓器名　　　）
利用目的：
量・大きさ：　/例　　取得回数：　回/例
取得方法：□新規　□上乗せ
侵襲の有無：□有（□軽微な侵襲　　□軽微な侵襲を超える侵襲）
□無
（その理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□生検材料（対象臓器名　　　）
利用目的：
量・大きさ：　/例　　取得回数：　回/例
取得方法：□新規　□上乗せ
侵襲の有無：□有（□軽微な侵襲　　□軽微な侵襲を超える侵襲）
□無
（その理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□細胞（取得部位　　　　）
利用目的：
数量：　個/例　　取得回数：　回/例
取得方法：□新規　□上乗せ
侵襲の有無：□有（□軽微な侵襲　　□軽微な侵襲を超える侵襲）
□無
（その理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他（　　　　　　）
利用目的：
数量：　/例　　取得回数：　回/例
取得方法：□新規　□上乗せ
侵襲の有無：□有（□軽微な侵襲　　□軽微な侵襲を超える侵襲）
□無
（その理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜既存試料＞
□診療目的で取得した以下の試料（残余検体）を使用する
□血液材料
利用目的：
使用量：　mL/例
□病理材料（対象臓器名　　　）
利用目的：
量・大きさ：
□生検材料（対象臓器名　　　）
利用目的：
量・大きさ：
□細胞（取得部位　　　　）
利用目的：
数量：
□その他（　　　　　　）
利用目的：
数量：
□別の研究で取得した以下の試料を使用する
□血液材料
利用目的：
使用量：　mL/例
□病理材料（対象臓器名　　　）
利用目的：
量・大きさ：
□生検材料（対象臓器名　　　）
利用目的：
量・大きさ：
□細胞（取得部位　　　　）
利用目的：
数量：
□その他（　　　　　　）
利用目的：
数量：

・上記試料の取得期間　　　　　　実施承認日〜　　年　　月　　日
・試料の保管場所

B. 収集する情報等
＜新規情報＞
■研究目的で新たに以下の情報を取得する（資料3）
・調査形態（スクリーニング・テスト、面接）
・スクリーニング・テストの対象学生および対象学生数
・使用するスクリーニング・テストの種類
・スクリーニング・テストの実施時期
・要面接者数、面接を実施した学生数
・初回面接時間
・要継続面接者数または要留意者数
・面接当初の診断による診断内訳

・上記情報等の収集期間　　実施承認日〜2027年4月30日
・情報等の保管場所（研究担当事務局：名古屋大学総合保健体育科学センター・岡田研究室）

＜既存情報＞
□診療目的で取得した以下の情報を使用する


□別の研究で取得した以下の情報を使用する


・上記情報等の収集期間　　　実施承認日〜令和　　　年　　　月　　日
・情報等の保管場所

3.7.　研究期間
実施承認日〜　　2029年　3月　31日

3.8.　研究方法
・研究デザイン：学生の心身の健康状態の実態と問題点を明らかにするだけでなく、時系列的に比較することにより、国立大学の学生に限られるものの20歳前後の男女の心身の健康状態の推移を把握するためであり、データ収集のみである。
・方法・スケジュール：資料4参照
1)実施承認日以降の2026年5月頃～2027年4月頃にかけて、各大学の学生相談部門および保健管理施設に、googleまたはMicrosoft形式で作成した調査様式（資料5）を集計担当者がURLをメールし、web上で回答を得る。または、パスワード付エクセルをメールで送付する。
2)集計担当者（名古屋大学総合保健体育科学センター・教授・岡田暁宜）はwebデータをパスワードロック付きのエクセルファイルに変換し保管する。または、メールでパスワード付きエクセルファイルの調査様式を送付し、回答をメールで回収し、保管する。
3）担当者は、データを集計して基本データベースを作成する。
4）研究責任者、研究分担者、研究共同者からなる“学生の健康白書に関する委員会”（資料2）において、役割分担を決め、各項目にて解析し執筆する。
5）「学生の健康白書2026」として2028年度中に刊行する。

・どのような情報を収集するのか：（資料3）
・調査形態（スクリーニング・テスト、面接）
・スクリーニング・テストの対象学生および対象学生数
・使用するスクリーニング・テストの種類
・スクリーニング・テストの実施時期
・要面接者数、面接を実施した学生数
・初回面接時間
・要継続面接者数または要留意者数
・面接当初の診断による診断内訳


・情報の収集方法：
実施承認日以降の2026年5月頃～2027年4月頃にかけて、各大学の学生相談部門および保健管理施設に、googleまたはMicrosoft形式で作成した調査様式（資料3）を集計担当者がURLをメールし、web上で回答を得て、パスワードロック付きのエクセルファイルに変換し保管する。または、メールでパスワード付きエクセルファイルの調査様式を送付し、回答をメールで回収し、保管する。


・主要アウトカム：なし
・副次アウトカム：なし
・統計・分析方法：全数調査であり、検定等は行うものはない。
・予想される結果：
・研究の実施場所
研究担当事務局：名古屋大学総合保健体育科学センター・岡田研究室

3.9.　共同研究機関
機関の名称：北海道大学保健センター、千葉大学総合安全衛生管理機構、広島大学保健管理センター、筑波大学人間系、島根大学松江保健管理センター、愛知教育大学健康支援センター、北海道教育大学保健管理センター、東京科学大学保健管理センター、九州大学健康支援センター、横浜国立大学安全衛生推進機構、茨城大学保健管理センター、北陸先端科学技術大学院大学保健管理センター、琉球大学保健管理センター、鳥取大学保健管理センター、静岡大学保健センター、大阪大学保健センター、東京大学相談支援研究開発センター

役割：データ集計および「学生の健康白書2026」の執筆
倫理審査：□名古屋大学での中央一括審査　　■自施設での個別審査

3.10.　外部委託
なし

3.11.　所属機関外からの試料・情報の収集の有無
· なし
■ あり
ありの場合
□試料・情報の受領に関する記録
1 提供元及び提供先の機関の名称/研究責任者（試料・情報の提供のみを行う機関にあっては機関の長）の職名・氏名;　別添資料1参照
提供元：別添資料 1 参照
提供先：名古屋大学総合保健体育科学センター・教授・山本明子
2 試料・情報の項目（資料3）
・調査形態（スクリーニング・テスト、面接）
・スクリーニング・テストの対象学生および対象学生数
・使用するスクリーニング・テストの種類
・スクリーニング・テストの実施時期
・要面接者数、面接を実施した学生数
・初回面接時間
・要継続面接者数または要留意者数
・面接当初の診断による診断内訳


3 試料・情報の取得の経緯
実施承認日以降の2026年5月頃～2027年4月頃にかけて、各大学の学生相談部門および保健管理施設に、googleまたはMicrosoft形式で作成した調査様式（資料3）を集計担当者がURLをメールし、web上で回答を得て、パスワードロック付きのエクセルファイルに変換し保管する。または、メールでパスワード付きエクセルファイルの調査様式を送付し、回答をメールで回収し、保管する。


4 （インフォームド・コンセントを取得しない場合）対照表の保管方法
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各大学の保健管理施設または学生相談施設への調査であり、個人に対する調査であるため、対照表は作成しない。研究事務局（名古屋大学総合保健体育科学センター岡田研究室）は、個人情報を扱わない。データを保管する外付けハードディスクにはパスワードロックをかけ、盗難、持ち出し、損壊を防止する。


3.12.　所属機関外への試料・情報の提供の有無
· なし
■あり
ありの場合
□　インフォームド・コンセントを受けている
□　文書　　□　口頭　　□　電磁的記録
□　適切な同意を受けている
■　情報公開による拒否機会の保障（オプトアウト）（資料5）
□　同意を取得しない。（同意取得が困難）提供機関の長が提供について把握
□　特定の個人を識別することができない試料（提供先において個人情報が特定されることがない場合に限る。）を提供する場合
□　匿名加工情報を提供する場合
□　個人関連情報（提供先が個人情報を個人情報として取得することが想定されない場合に限る。）を提供する場合　　　

■　試料・情報の提供に関する記録
1 提供元及び提供先の機関の名称/研究責任者（試料・情報の提供のみを行う機関にあっては機関の長）の職名・氏名
提供元：名古屋大学総合保健体育科学センター・教授・山本明子
提供先：他施設共同研究者（集計担当者；共同研究者のとおり）へ個人情報を含まない各大学の保健管理施設や学生相談施設の集計を基本データベースとして提供
2 試料・情報の項目（資料5）
・調査形態（スクリーニング・テスト、面接）
・スクリーニング・テストの対象学生および対象学生数
・使用するスクリーニング・テストの種類
・スクリーニング・テストの実施時期
・要面接者数、面接を実施した学生数
・初回面接時間
・要継続面接者数または要留意者数
・面接当初の診断による診断内訳

3 試料・情報の取得の経緯
実施承認日以降の2026年5月頃～2027年4月頃にかけて、各大学の学生相談部門および保健管理施設に、googleまたはMicrosoft形式で作成した調査様式（資料5）を集計担当者がURLをメールし、web上で回答を得て、パスワードロック付きのエクセルファイルに変換し保管する。または、メールでパスワード付きエクセルファイルの調査様式を送付し、回答をメールで回収し、保管する。

4 （インフォームド・コンセントを取得しない場合）対照表の保管方法
各大学の保健管理施設または学生相談施設への調査であり、個人に対する調査であるため、対照表は作成しない。研究事務局（名古屋大学総合保健体育科学センター健康栄養医学研究室）は、個人情報を扱わない。基本データベースを保管する外付けハードディスクにはパスワードロックをかけ、盗難、持ち出し、損壊を防止する。

　■研究情報を公開する。

□　外国にある者へ試料・情報を提供する
　①提供先の機関の名称／国名／研究責任者の職名・氏名
　②提供先の国における個人情報の保護に関する制度名称
　③当該外国にある者が個人情報保護のために講ずる措置


3.13.　研究に参加した場合と参加しなかった場合の違い
なし

4.　実施に際しての倫理的配慮について
4.1.　インフォームド・コンセントについて
4.1.1.　説明者の氏名：

4.1.2.　説明同意の方法
□　インフォームド・コンセントを取得する。
　□　文書によりインフォームド・コンセントを受ける。
　□　口頭によりインフォームド・コンセントを受け、説明の内容と同意の記録を作成する。
□電磁的方法によりインフォームド・コンセントを受ける。
                                                      ）
□　適切な同意を取得する
■　情報公開による拒否機会の保障（オプトアウト）
　（理由：本研究は、国立大学法人において定期健康診断の実施時期に各大学の保健管理室および学生相談センターで行われた精神健康調査の実施状況に関する調査（精神・心理面のスクリーニング・テストの実施方法のアンケート調査）であり、個人を対象とした調査ではなく、個人情報は収集されない。国立大学保健管理施設協議会と各大学の保健管理室のホームページおよび各施設の健診会場等におけるポスター掲示（資料5）により情報を公開し、オプトアウトの機会を与えて理解を求める。　　　　　　　　　　　　　　

□同意を取得しない。
理由：

4.1.3.　対象者が未成年又は成人でも十分な判断力がないと考えられる場合への対処方法
■A　下記特例を対象にしない。
□B　未成年者
□C　十分な判断力がない成年者
□D　意識のない成年者
□E　病名に対する配慮が必要な成年者
□F　その他（　　　　　　　）

具体的な対処方法： 
□インフォームド・アセントを取得する。
□保護者・代諾者の署名入りの同意書を保管する。
□保護者・代諾者の同意の署名が記載された診療録を保管する。
□保護者・代諾者の同意の署名が記載された調査票を保管する。
□研究情報を公開し、本人及び保護者・代諾者が拒否できる機会を保障する。

代諾者の選択方針：

16歳以上の義務教育修了未成年者を対象とする場合：
□侵襲を伴わない。
□研究情報を公開し、親権者又は未成年後見人が拒否できる機会を保障する。

4.1.4.　説明書・同意書の保管場所及び保管方法

4.1.5.　同意の撤回
各大学の学生相談部門、保健管理施設に申し出た場合は当該学生のデータを削除する。同意撤回した場合でも当該学生に不利益が生じることはない。しかし、基本データベースを作成した後は削除できない。

4.1.6.　同意取得時には特定できない研究
研究対象者から取得した試料・情報について、学生の健康白書2026作成後に学生の心身の状態の資料としてあらたに倫理審査を受けた上で、2次利用される可能性がある。

4.2.　個人情報の取り扱いについて
[bookmark: _Hlk114221078]4.2.1.　個人情報保護の具体的方法　
本研究は、国立大学法人において定期健康診断の実施時期に各大学の保健管理室および学生相談施設で行われた精神健康調査の実施状況に関する調査（精神・心理面のスクリーニング・テストの実施方法のアンケート調査）であり、個人を対象とした調査ではなく、他機関からは特定の個人を識別できる情報を取得しない。基本データベースは、研究事務局（名古屋大学総合保健体育科学センター健康栄養医学研究室）で電子媒体として暗号付きファイルで保管される。

4.2.2.　個人情報管理者の設定
■個人情報管理者の設定の必要なし
□個人情報管理者の設定の必要あり
個人情報管理者
所属・職名・氏名： 
資格： 

[bookmark: _Hlk163119541]4.3.　臨床研究に関する情報の公表
4.3.1.　研究に関する情報の公表方法
■名古屋大学医学部附属病院ホームページへの掲載
□「jRCT」（Japan Registry of Clinical Trials）への登録
□「UMIN-CTR」への登録
■その他（公表方法：国立大学保健管理施設協議会および名古屋大学保健管理室のホームページに掲載される　　　　　　　　　　　　）
□研究情報を公表しない（公表しない理由：　　　　　　　　　　　　　　）

4.3.2.　研究対象者等への開示について
集計結果は、“学生の健康白書2026”として刊行され、国立大学保健管理施設協議会と各大学の学生相談部門、保健管理室のホームページに掲載される。

4.3.3.　研究結果の社会への公表について
集計結果は、“学生の健康白書2026”として刊行され、国立大学保健管理施設協議会と各大学の学生相談部門、保健管理室のホームページに掲載される。

4.4.　謝礼・手当
参加に対する謝礼や手当等は支払わない。

4.5.　費用負担
費用は発生しない。


5.　期待される研究成果あるいは予測される利益
5.1.　期待される研究成果
現時点における大学生および大学院生のメンタルヘルスの実態を把握することができ、過去のデータと比較することにより推移が分かる。

5.2.　研究対象者が得られると期待される利益について
集計解析の刊行によりメンタルの不調を持つ学生の支援が強化される可能性がある。

6.　予測される危険と不利益とそれに対する配慮・補償
6.1.　研究等によって対象者に生じうる危険と不快に対する具体的配慮
危険や不快は生じえない。

6.2.　研究対象者に健康被害が生じた場合の補償の有無及び具体的な措置
　健康被害は生じえない。


7.　研究終了後の試料・情報の取扱い
■　あらかじめ定めた時期に廃棄する。
廃棄の時期：
（1） 各大学の学生相談部門あるいは保健管理施設から送付されたデータ（電子ファイル）は、基本データベースを作成し、10年経過された段階で、廃棄する。
（2） 基本データベースは、電子媒体として暗号付きファイルで期限を定めずに保管される。

廃棄の方法：電磁的データは消去用ソフトにより適切に削除する。

□　研究対象者の同意を得て、保管する。
ア　試料等の名称：
イ　試料等の保管場所：
ウ　試料等の保管責任者：
エ　研究対象者等から得た同意の内容：
オ　保管期間： 
カ　使用方法：

廃棄までの保管期間における非識別化の方法
□「非識別化」を行い、個人情報を保護する（対照表を作成する）

□「非識別化」を行い、個人情報を保護する（対照表を作成しない）

■その他（具体的に：研究事務局（名古屋大学総合保健体育科学センター健康栄養医学研究室）は、個人情報を扱わない。基本データベースは、電子媒体として暗号付きファイルで保管される。）

バンクへの提供の有無
□あり（予定される試料名：　　バンク名：　　）
■なし
□未定

8.　モニタリング・監査
8.1.　モニタリング
[bookmark: _Hlk161755553]□行う　モニタリング担当者：
■行わない

8.2.　監査
[bookmark: _Hlk161755584]□行う　監査担当者：
■行わない

[bookmark: _Hlk161754144]9.　研究機関の長への報告内容及び方法
研究責任者は以下について文書により倫理審査委員会及び研究機関の長に報告する。なお、①については年1回の報告を行い、②以降の項目は適宜報告するものとする。
1 研究の進捗状況及び研究の実施に伴う有害事象の発生状況
[bookmark: _Hlk163119877]■報告する　　□報告しない（報告しない理由：　　　　　　　　　　）
②研究の倫理的妥当性若しくは科学的合理性を損なう事実若しくは情報又は損なうおそれのある情報であって研究の継続に影響を与えると考えられるものを得た場合
■報告する　　□報告しない（報告しない理由：　　　　　　　　　　）
③研究の実施の適正性若しくは研究結果の信頼を損なう事実若しくは情報又は損なうおそれのある情報を得た場合
■報告する　　□報告しない（報告しない理由：　　　　　　　　　　）
④研究が終了(停止・中止)した場合
■報告する　　□報告しない（報告しない理由：　　　　　　　　　　）
⑤	研究に関連する情報の漏えい等，研究対象者等の人権を尊重する観点又は研究の実施上の観点から重大な懸念が生じた場合
■報告する　　□報告しない（報告しない理由：　　　　　　　　　　）

10.　研究の資金源・利益相反に関する状況
10.1.　研究の資金源
■運営費交付金
□科学研究費（文部科学省）
課題番号：　　　　課題名：　
□科学研究費（厚生労働省）
課題番号：　　　　課題名：　
□その他公的研究費
□奨学寄附金　
□研究助成金
□共同研究費　
□受託研究費　
□アカデミア提案型臨床研究費
■その他（国立大学法人保健管理施設協議会から補助を受ける）

10.2.　利益相反
本研究に企業等は関与しない。

11.　研究対象者等およびその関係者からの相談等への対応
情報に関する相談は、研究代表者である山本明子または、名古屋大学保健管理室精神科医師（岡田暁宜など）が相談やカウンセリングに対応する。

12.　備考

13.　参考文献

14.　改訂履歴
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